
問
　
国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
増

加
が
見
ら
れ
る
。
現
状
に
つ
い
て

は
。

答
　
一
般
会
計
か
ら
約
七
億
円
余

り
を
繰
り
出
し
て
い
ま
す
。
平
成

十
四
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
平

均
で
毎
年
約
四
億
九
、
〇
〇
〇
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
十
八

年
度
医
療
費
実
績
で
は
、
現
役
世

代
で
は
一
八
万
九
、
九
五
七
円
、
七

十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
七

八
万
二
、
八
八
二
円
で
約
四
倍
の

医
療
費
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
十
八
年
度
に
医
療
制
度
改
革

が
示
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
。

答
　
二
十
年
四
月
か
ら
老
人
保
健

制
度
に
か
わ
っ
て
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
都
道
府
県
単
位
で
設
置

さ
れ
、
保
険
料
を
広
域
連
合
で
定

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方

も
、
七
十
五
歳
に
到
達
し
ま
す
と

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新

た
に
、
予
防
に
重
点
を
置
い
た
特

定
保
健
指
導
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

問
　
合
併
に
よ
る
効
果
は
。

答
　
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い

て
、
定
年
退
職
者
の
二
分
の
一
を

採
用
す
る
方
針
で
人
件
費
の
抑
制

を
図
り
ま
し
た
。
十
八
年
度
で
は
、

約
二
億
円
の
削
減
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。

問
　
平
成
十
八
年
度
は
小
泉
構
造

改
革
の
も
と
、
社
会
保
障
の
切
り

捨
て
な
ど
住
民
負
担
が
増
え
て
い

る
。
国
の
悪
政
か
ら
住
民
を
守
る

た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
十

分
だ
っ
た
の
か
。
合
併
時
の
公
約

は
守
ら
れ
た
の
か
。

答
　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
優

先
順
位
を
付
け
な
が
ら
、
事
業
は

実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
に
﹁
負
担
は
低
く
、
サ
ー
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○
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○

と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
桜
通

線
は
第
一
期
施
工
区
間
の
工
事
完

了
後
は
当
面
休
止
い
た
し
ま
す
。

問
　
安
全
・
安
心
な
プ
ー
ル
の
再

開
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
　
間
も
な
く
検
討
に
入
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
合
併
時
の
公
約
で
あ
っ
た
循

環
バ
ス
の
実
施
に
つ
い
て
、
一
年

か
け
て
検
討
す
る
と
言
っ
て
い

た
。
結
果
は
。

答
　
路
線
変
更
を
東
武
鉄
道
が
検

討
す
る
の
で
、
協
議
中
で
す
。

ビ
ス
は
高
く
﹂
と
で
き
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
施
政
方
針
の
中
で
、
市
長
は

東
西
連
絡
道
路
事
業
な
ど
は
足
止

め
を
し
、
事
業
内
容
を
精
査
す
る

と
し
て
い
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

答
　
東
西
連
絡
道
路
は
、
短
期
・
中

期
・
長
期
に
区
分
し
て
検
討
し
ま

す
。
短
期
事
業
は
、
踏
切
付
近
の

歩
道
拡
幅
事
業
を
完
成
さ
せ
た
い

﹁
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、

負
担
は
低
く
﹂
の
公
約
は日

本
共
産
党
　

国民健康保険医療費の
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問
　
合
併
後
初
の
通
年
決
算
と
な

る
。
実
質
単
年
度
収
支
も
一
、
七

五
三
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
経
常

収
支
比
率
も
九
五
・
六
％
と
好
転

し
た
。
合
併
効
果
を
交
付
税
や
一

人
当
た
り
の
借
金
か
ら
ど
う
見
る

の
か
。

答
　
合
併
当
初
す
ぐ
に
は
行
政
コ

ス
ト
の
縮
減
が
可
能
で
は
な
く
、

交
付
税
が
本
来
の
額
よ
り
六
億

八
、
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
多
く
な
り

ま
し
た
。
借
金
は
市
民
一
人
当
た

り
二
三
万
七
、
七
七
七
円
と
二
万

円
ほ
ど
増
え
ま
し
た
が
、
諸
施
設

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

問
　
平
成
十
八
年
度
か
ら
地
方
債

が
許
可
制
か
ら
協
議
制
へ
移
行

し
、
特
別
会
計
を
含
め
た
実
質
公

債
費
比
率
が
指
標
と
な
る
。
我
が

市
の
状
況
は
。

答
　
八
・
四
％
と
県
平
均
一
二
・
五

％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
二
五
％

を
超
え
る
と
一
般
単
独
事
業
債
も

制
限
さ
れ
ま
す
。
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問
　
平
成
十
八
年
度
決
算
は
、
新

市
と
し
て
初
め
て
の
通
年
決
算
で

あ
る
。
十
七
年
度
は
十
月
一
日
を

境
に
、
各
々
旧
市
町
の
継
続
予
算

で
あ
っ
た
。
十
七
年
度
決
算
と
の

違
い
は
。

答
　
歳
入
で
約
六
二
億
七
、
〇
〇

〇
万
円
、
歳
出
で
七
〇
億
七
、
〇

〇
〇
万
円
の
減
で
す
。
減
額
の
主

な
原
因
は
、
歳
出
で
上
福
岡
西
口

駅
前
開
発
、
上
野
台
保
育
所
の
建

設
や
大
井
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

な
ど
、
事
業
完
了
に
伴
っ
て
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

問
　
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る

影
響
は
ど
う
か
。

答
　
平
成
十
七
年
度
と
十
八
年
度

比
較
で
は
、
所
得
譲
与
税
三
億
七
、

一
〇
〇
万
円
の
増
、
国
庫
補
助
負

担
金
一
億
三
、
九
一
五
万
円
の
減
、

地
方
交
付
税
五
億
一
、
四
八
〇
万

円
の
減
、
そ
の
結
果
二
億
八
、
二

九
六
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。

問
　
十
九
年
度
予
算
編
成
は
、
財

源
不
足
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
七
億
四
、
〇
〇
八
万
円
、
減

債
基
金
か
ら
四
億
四
、
〇
〇
〇
万

円
を
取
り
崩
し
た
。
来
年
度
予
算

編
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
一
二
億
円
程
度
の
財
政
調
整

基
金
が
必
要
で
す
。
今
後
契
約
差

額
等
財
政
基
金
に
積
み
立
て
て
、

各
種
基
金
の
統
合
整
理
も
検
討
し

ま
す
。

交
付
税
や
一
人
当
た
り
の
借
金

か
ら
合
併
効
果
を
ど
う
見
る
か

公
明
党
　

問
　
決
算
の
結
果
を
、
平
成
二
十

年
の
予
算
編
成
に
ど
う
生
か
す
の

か
。

答
　
当
面
の
課
題
は
、
経
常
収
支

比
率
の
改
善
と
考
え
ま
す
。
将
来

に
わ
た
り
安
定
的
な
財
政
を
維
持

す
る
基
盤
を
つ
く
る
た
め
に
、
今

後
さ
ら
に
行
財
政
改
革
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問
　
プ
ー
ル
事
故
か
ら
一
年
、
遺

族
は
安
全
な
プ
ー
ル
を
望
ん
で
い

る
。
広
域
化
の
考
え
は
。

答
　
建
設
に
は
五
億
円
程
度
か
か

り
ま
す
。
広
域
化
も
選
択
肢
の
一

つ
で
す
。
ほ
か
の
施
策
と
の
優
先

順
位
を
考
慮
し
、
慎
重
に
取
り
組

み
ま
す
。

17年度と18年度決算

の違いは

民主党・市民クラブ　


